
公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察

佐　

藤　

久　

恵１
）

要
　
旨

　

大
正
十
一（
一
九
二
二
）年
七
月
七
日
、宮
尋
常
高
等
小
学
校
の
小
野
さ
つ
き
訓
導
は
、

担
任
の
児
童
五
十
六
名
と
共
に
校
外
授
業
の
写
生
の
た
め
白
石
川
を
訪
れ
た
。
授
業

後
、
川
遊
び
を
始
め
溺
れ
た
児
童
三
名
の
う
ち
二
名
を
救
助
し
、
そ
の
後
一
名
と
共
に

溺
死
し
殉
職
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
宮
城
県
公
文
書
館
か
ら
取
り
寄

せ
た
公
文
書
『
大
正
十
一
年
学
事
雑
務
』の
そ
れ
に
関
す
る
部
分
を
翻
刻
し
考
察
し
た
。

文
書
全
体
は
七
月
八
日
か
ら
約
一
カ
月
の
間
の
文
書
だ
が
、
そ
の
中
か
ら
以
下
の
三
文

書
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。
①
は
同
校
上
席
訓
導
佐
藤
保
治
、
校
長
我
妻
貞
亮
が
宮

城
県
知
事
に
提
出
し
た
「
進
退
伺
」
の
別
紙
「
調
査
書
」、
②
は
①
を
受
け
七
月
十
五

日
付
け
で
刈
田
郡
長
佐
藤
静
治
が
同
知
事
宛
に
報
告
す
る
起
案
文
書
の
「
別
紙
」、
③

は
小
野
訓
導
表
彰
申
請
の
際
の
「
調
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
雑
誌
等
に
よ

る
資
料
で
は
見
え
な
か
っ
た
到
着
時
か
ら
既
に
「
水
泳
を
し
た
い
」
と
希
望
す
る
よ
う

な
児
童
の
行
動
予
測
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
と
、ま
た
、

村
葬
の
可
決
や
仙
台
四
新
聞
社
と
の
協
議
に
よ
り
最
初
期
か
ら
顕
彰
の
広
が
り
が
み

ら
れ
る
こ
と
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：�

宮
城
県
公
文
書
館
、
宮
城
県
女
子
師
範
学
校
、
宮
城
県
刈
田

郡
白
石
実
科
高
等
女
学
校
、
小
野
さ
つ
き
訓
導
、
殉
職

１）佐藤　久恵　　東京未来大学こども心理学部非常勤講師（Tokyo Future University）　rsa53310@nifty.com
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Satsuki Ono in an Official Document

Hisae Sato
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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
七
日
の
小
野
さ
つ
き
訓
導
の
殉
職
が
公
文

書
で
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
野
訓
導

は
、
当
時
宮
城
県
刈
田
郡
宮
尋
常
高
等
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。
校
外
学
習
で
担
任

児
童
に
写
生
を
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
絵
を
描
き
上
げ
た
後
に
勝
手
に
白
石
川
で
水
遊
び

を
始
め
た
児
童
三
名
が
溺
れ
、
二
名
を
救
助
し
た
も
の
の
、
も
う
一
人
の
児
童
を
救
助
し

き
れ
ず
共
に
亡
く
な
っ
た
。
殉
職
と
は
そ
の
出
来
事
を
指
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
殉
職
を
め
ぐ
っ
て
四
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
を
発
表
し
て
き
た
。
以
下
の
よ

う
な
内
容
で
あ
る
。
①
同
校
で
作
成
さ
れ
た
道
徳
副
読
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
教
材
の
意

味
の
検
討
１
、
②
作
家
・
鷹
野
つ
ぎ
に
よ
る
殉
難
事
件
の
考
察
文
章
に
基
づ
く
大
正
期
の

一
般
人
の
意
識
の
探
究
と
当
時
の
女
学
生
を
対
象
と
し
た
雑
誌
『
少
女
の
友
』
の
小
野
訓

導
追
慕
号
で
特
集
さ
れ
た
掲
載
記
事
と
に
つ
い
て
２
、
③
『
婦
人
世
界
』
の
追
悼
特
集
の

唱
歌
募
集
に
み
る
当
時
の
こ
の
出
来
事
へ
の
反
響
に
つ
い
て
の
考
察
３
、
④
同
種
の
雑
誌

『
令
女
界
』
で
特
集
さ
れ
た
追
悼
記
の
う
ち
小
野
訓
導
を
直
接
知
る
人
々
の
寄
稿
の
検
討
、

及
び
他
二
誌
の
記
載
記
事
と
の
比
較
検
討
４
。
そ
れ
ら
に
続
く
本
稿
は
、
宮
城
県
立
公
文

書
館
所
蔵
の
簿
冊
『
大
正
十
一
年
学
務
雑
事
』
に
収
録
さ
れ
た
小
野
訓
導
の
殉
難
及
び
表

彰
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
当
時
の
新
聞
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
で
は
不
明
瞭
で
あ
っ

た
殉
難
事
件
の
経
緯
、
及
び
、
行
政
側
の
動
き
を
確
認
す
る
。

　

同
簿
冊
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
上
司
の
進
退
問
題
が
生
じ
て
い

た
こ
と
、
文
部
省
と
知
事
部
局
と
の
や
り
と
り
が
あ
る
こ
と
、
小
野
訓
導
表
彰
の
過
程
が

そ
の
や
り
と
り
の
中
に
あ
る
こ
と
、
官
報
印
刷
局
の
文
書
が
あ
り
、『
官
報
』
に
こ
の
件

が
掲
載
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、日
本
弘
道
会
と
教
育
奨
励
会
か
ら
の
表
彰
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
徳
川
達
孝
、
澤
柳
政
太
郎
の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
簡
が
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
報
告
書
一
通
と
調
書
二
通
で
あ
る
。
そ
の
三
文
書
を
資
料
と
し

て
ほ
ぼ
全
文
掲
載
し
た
。

　

報
告
書
は
次
の
よ
う
な
文
書
の
流
れ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

七
月
七
日
の
事
故
を
受
け
て
、
ま
ず
、
七
月
八
日
付
で
訓
導
佐
藤
保
治
か
ら
宮
城
県

知
事
力
石
雄
一
郎
宛
の
「
進
退
伺
」
が
、
続
い
て
七
月
十
一
日
付
で
校
長
我
妻
貞
亮
か
ら

宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
宛
の
「
進
退
伺
」
が
、
郡
役
所
に
提
出
さ
れ
る
。
そ
の
七
月
八

日
付
け
文
書
の
別
紙
と
し
て
ペ
ン
書
き
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
「
調
査
書
」
が
添
付
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
七
月
十
五
日
付
で
刈
田
郡
長
佐
藤
静
治
は
、
県
知
事
宛
に
、

そ
の
事
件
の
顛
末
を
「
別
紙
」
を
添
付
し
て
報
告
す
る
が
、
そ
の
「
別
紙
」
の
起
案
文
書

も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
七
月
二
十
一
日
付
で
刈
田
郡
長
は
、
県
知
事
宛
に
、
遭
難
事
実
は
七
月
八
日

付
で
報
告
し
た
が
、懲
戒
処
分
を
行
わ
な
い
よ
う
に
寛
大
な
処
置
を
望
む
旨
の
「
意
見
書
」

を
添
付
し
、
そ
の
意
見
書
中
で
、
そ
の
理
由
は
「
何
ラ
ノ
過
失
ア
ル
ヲ
認
メ
難
シ
」
と
し
、

懲
戒
は「
苛
酷
ニ
失
ス
ル
」と
認
め
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、八
月
十
日
発
送
で
、

［簿冊表紙］
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県
の
内
務
部
長
か
ら
刈
田
郡
長
宛
に
「
統
督
ノ
責
」
を
負
い
、
進
退
伺
い
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、「
今
回
ニ
限
リ
不
問
ニ
付
セ
ラ
レ
候
」
と
し
、「
其
旨
御
含
ノ
上
自
今
職
員
ノ
統

督
並
ニ
児
童
ノ
訓
育
上
一
層
周
密
注
意
ヲ
払
ヒ
再
ヒ
不
慮
ノ
災
禍
ヲ
惹
起
セ
サ
ル
様
校
長

ニ
対
シ
篤
ト
御
示
達
相
成
度
依
命
此
段
及
通
牒
候
也
」
と
し
、そ
の
示
達
の
「
要
領
詳
細
」

を
報
告
せ
よ
と
し
て
い
る
。

　

本
稿
に
資
料
と
し
て
三
文
書
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
第
一
に
、
事
件
の
経
緯

が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ
ら
が
公
的
な
文
書
で
あ
る
と
い
う
点

で
価
値
が
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
三
文
書
の
細
部
で
い
く
つ
か
差
異
が
生
じ
て
い
る
が
、

差
異
が
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
に
も
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

資
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
資
料
の
内
容
に
忠
実
に
な
る
よ
う
に
留
意

し
、
改
行
は
原
文
書
の
改
行
部
分
通
り
と
し
た
が
、
漢
字
は
原
意
を
損
な
わ
な
い
限
り
、

常
用
漢
字
体
の
あ
る
も
の
は
常
用
漢
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
「
ド
モ
」「
ト
キ
」
の
合
字

は
二
文
字
に
開
き
、
傍
線
を
付
し
た
。
起
案
文
書
で
あ
る
た
め
、
修
正
が
入
っ
て
い
る
が
、

第
三
文
書
の
み
、
削
除
部
分
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
第
三
文
書
の
調
書
に

限
り
削
除
部
分
も
翻
刻
し
、
他
は
修
正
後
の
文
字
の
み
を
起
こ
し
た
。
誤
字
に
は
マ
マ
と

ル
ビ
を
付
し
た
。〔　

〕
内
は
翻
刻
者
が
補
足
し
た
文
字
で
あ
る
。
未
判
読
文
字
は
□
と

し
た
。
漢
字
の
繰
り
返
し
文
字
は
「
々
」
で
代
用
し
た
。

　

起
案
文
書
に
は
、文
書
番
号
を
書
く
「
収
受
発
送
」
の
欄
、日
付
を
書
く
「
収
受
」「
発

送
」「
発
議
」「
決
判
」
の
欄
、
検
印
を
押
す
「
浄
書
」「
校
合
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
原
文
の
書
式
に
従
わ
ず
、
文
書
の
冒
頭
に
列
挙
し
た
。
印
に

つ
い
て
は
丸
印
と
角
印
の
形
状
を
区
別
し
た
が
、
印
の
中
の
文
字
は
起
こ
さ
ず
、
㊞
印
と

し
た
。

　

尚
、
調
書
等
に
は
太
字
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
翻
刻
文
書
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め

に
小
見
出
し
を
太
字
と
し
た
。

　

資
料
は
、
七
月
八
日
か
ら
約
一
カ
月
間
の
も
の
で
あ
る
。
表
一
は
、
他
の
資
料
も
含
め

た
文
書
の
一
覧
で
あ
る
。
文
書
を
時
間
順
に
並
べ
る
に
あ
た
っ
て
の
文
書
の
日
付
の
扱
い

は
以
下
の
よ
う
に
し
た
。
①
一
文
書
中
に
あ
る
日
付
が
一
つ
の
場
合
に
は
、
そ
の
日
付
を

用
い
た
。
②
複
数
日
付
が
あ
る
場
合
で
、
例
え
ば
「
収
受
」「
発
議
」「
発
送
」「
決
判
」

の
中
な
ど
記
載
さ
れ
て
い
る
日
付
の
う
ち
で
は
、
い
ち
ば
ん
早
い
日
付
を
選
択
し
た
。
③

「
発
議
」
と
「
発
送
」
に
日
付
が
あ
る
場
合
に
は
、「
発
議
」
を
優
先
し
た
。
④
書
類
に
同

じ
番
号
が
あ
る
場
合
に
は
同
一
文
書
と
し
て
扱
っ
た
。

二
、
解
説

　

簿
冊
『
大
正
十
一
年
学
務
雑
事
』
の
複
写
資
料
の
中
に
は
、
事
件
を
記
述
し
た
報
告
書

と
調
書
が
計
三
通
あ
る
。
そ
れ
ら
を
以
下
で
は
、
第
一
文
書
か
ら
第
三
文
書
ま
で
と
し
て

扱
う
。

　

第
一
文
書
は
、
七
月
八
日
付
の
最
初
の
「
調
査
書
」
で
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
佐
藤

保
治
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
件
当
日
に
勤
務
し
て
い
た
同
訓
導

が
こ
の
事
件
に
よ
る
進
退
伺
を
提
出
す
る
た
め
に
添
付
し
た
文
書
で
あ
る
。ペ
ン
書
き（
控

え
）
と
思
わ
れ
る
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
二
文
書
は
、
刈
田
郡
長
佐
藤
静
治
の
名

で
県
知
事
に
「
遭
難
」
を
報
告
し
た
も
の
で
、
文
書
の
中
で
は
「
別
紙
」
と
し
て
冒
頭
に

「
記
」と
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
起
案
文
書
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
三
文
書
は
、

同
月
十
日
「
発
議
」
及
び
「
発
送
」
と
あ
る
宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
名
に
よ
る
文
部
大

臣
宛
の
文
書
で
、
表
彰
の
た
め
の
「
調
書
」
で
あ
る
。
第
一
文
書
、
第
二
文
書
の
「
報
告
」

と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
で
は
、「
調
書
」
が
起
案
文
書
の
形
で
保
存
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
履
歴
書
と
現
地
の
図
面
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。

⑴
第
一
文
書
　
進
退
伺
に
添
付
の
七
月
八
日
付
報
告

　

こ
の
文
書
は
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
佐
藤
保
治
の
進
退
伺
に
添
付
さ
れ
た
「
調
査

書
」
で
あ
る
。
第
一
文
書
は
、
小
野
訓
導
と
同
じ
尋
常
高
等
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
上

席
訓
導
の
進
退
伺
に
添
付
さ
れ
た
の
だ
が
、
事
件
が
起
こ
っ
た
当
日
に
は
、
同
校
校
長
が

出
張
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
日
は
実
質
校
長
の
代
理
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

佐藤　久恵
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る
。
佐
藤
訓
導
は
、
こ
の
日
の
学
校
の
統
轄
責
任
者
で
児
童
か
ら
の
第
一
報
が
入
っ
た
時

に
も
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付
け
た
人
物
の
一
人
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
一
発
見
者
の
具
体

名
が
あ
が
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
文
書
だ
け
で
あ
り
、
他
の
二
文
書
の
よ
う
に
、
校
外
学

習
先
で
の
様
子
や
、
水
難
事
件
の
発
端
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
第
一
報
が
児
童
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
時
点
以
降
が
報
告
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。「
教
授
予
定
案
ト
、
児
童
ヨ

リ
ノ
聽
取
ト
、
時
刻
（
小
野
訓
導
所
持
ノ
時
計
午
後
一
時
四
十
分
ニ
テ
止
リ
居
レ
リ
）
並

ニ
現
場
状
態
ヨ
リ
推
定
」
と
あ
り
、
文
書
が
七
月
八
日
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の

詳
細
な
聴
き
取
り
が
な
さ
れ
る
間
も
な
く
作
成
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
調
査
書
の
性
質
上
、
小
野
訓
導
の
勤
務
状
況
、
性
格
な
ど
は
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
も
の
の
、小
野
訓
導
に
つ
い
て
「
例
ニ
ヨ
リ
元
気
ヨ
ク
出
勤
シ
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

配
属
後
七
十
一
日
目
の
新
任
訓
導
の
初
々
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
文
書
全
体
は
事
件

当
日
と
事
件
の
概
要
が
簡
潔
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

⑵
第
二
文
書
　
七
月
十
五
日
付
報
告
別
紙

　

こ
の
文
書
は
、刈
田
郡
長
佐
藤
静
治
か
ら
宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
宛
の
文
書
で
あ
る
。

殉
難
事
件
を
総
括
し
報
告
し
た
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
校
外
学
習
先
で

の
様
子
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
「
児
童
等
ハ
到
着
ノ
始
メ
ヨ
リ
教
師
ニ
水
泳
ノ
許
可
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
頻
リ
ナ
リ
シ
モ
教

師
は
万
一
ヲ
慮
リ
許
サ
ヾ
リ
キ
」

　

当
日
の
出
席
児
童
五
十
六
名
の
う
ち
、
七
、八
名
が
到
着
当
初
か
ら
水
泳
を
希
望
し
て

い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
計
画
し
て
い
た
校
外
写
生
の
授
業
で
、
新
任
教
師
が
予
測

し
得
な
い
こ
と
、
禁
止
し
て
も
児
童
が
そ
の
規
則
を
超
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
第
一
、

第
二
文
書
が
記
し
て
い
る
。
第
三
文
書
に
同
様
な
記
載
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
顕
彰
へ
の

配
慮
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑶�

第
三
文
書
　
七
月
十
日
付
小
野
訓
導
の
文
部
大
臣
表
彰
申
請
の
た
め
の
調
書

　

こ
の
文
書
は
、
故
小
野
訓
導
を
文
部
大
臣
表
彰
の
対
象
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
申
請
に

あ
た
っ
て
添
付
さ
れ
た
調
書
で
あ
る
。
七
月
十
日
の
電
報
は
、
知
事
が
日
比
内
務
部
長
宛

に
「
オ
ノ
ク
ン
ド
ウ
ジマ

ンマ

シ
ヨ
ク
テ
ン
マ
ツ
モ
ン
ブ
ダ
イ
ジ
ン
ヘ
シ
キ
ウ
ホ
ウ
コ
ク
セ
ラ
レ

タ
シ
（
＝
小
野
訓
導
殉
職
顛
末
文
部
大
臣
へ
至
急
報
告
せ
ら
れ
た
し
）」
と
あ
り
、
十
一

日
に
は
、
上
京
し
た
利
根
川
準
七
郎
視
学
か
ら
「
コ
オ
ノ
ク
ン
ド
ウ
ハ
モ
ン
ブ
ダ
イ
ジ
ン

ヨ
リ
キ
ン
一
〇
〇
エ
ン
ヲ
オ
ク
リ
テ
ヘ
ウ
セ
ウ
セ
ラ
ル
（
＝
故
小
野
訓
導
は
文
部
大
臣
よ

り
金
百
円
を
贈
り
て
表
彰
せ
ら
る
）」
と
の
電
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
文
書
は
、
こ

の
上
京
の
時
に
報
告
さ
れ
た
調
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

尚
、
調
書
の
本
文
中
に
は
「
履
歴
書
」「
白
石
川
附
近
ノ
図
面
」
も
含
ま
れ
て
い
る
が

本
稿
で
は
省
略
し
た
。

　

文
末
の
表
一「
簿
冊『
大
正
十
一
年
学
務
雑
事
』小
野
さ
つ
き
訓
導
に
関
す
る
資
料
一
覧
」

に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
公
文
書
館
提
供
の
小
野
さ
つ
き
関
係
資
料
を
時
間
順
に
並
べ
た
も

の
で
あ
る
。
要
件
、記
載
事
項
等
、宛
先
、備
考
の
各
内
容
は
筆
者
が
文
書
か
ら
適
宜
拾
っ

て
作
成
し
た
。
事
件
と
そ
の
後
の
進
退
問
題
、
表
彰
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
を
示

す
も
の
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

三
、
考
察

　

三
文
書
は
、殉
難
事
件
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

事
件
の
記
述
の
違
い
は
三
文
書
の
性
質
の
違
い
も
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

細
部
を
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。①
授
業
の
た
め
の
学
校
出
発
時
刻
が
異
な
り
、

第
二
番
目
の
文
書
で
「
午
後
零
時
半
頃
」
と
な
っ
て
い
る
。
授
業
開
始
の
時
間
を
考
慮
し

て
修
正
し
た
の
で
は
な
い
か
。
②
引
率
の
児
童
が
五
十
六
名
だ
っ
た
こ
と
は
、
第
一
文
書

で
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
学
級
の
在
籍
数
が
六
十
六
名
で
あ
る
こ
と
も
第
二
文
書

で
の
み
加
え
ら
れ
て
い
る
。
③
学
校
か
ら
白
石
河
畔
ま
で
の
距
離
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

④
校
外
学
習
開
始
か
ら
児
童
の
水
難
ま
で
の
様
子
が
明
確
で
は
な
い
。
⑤
第
一
文
書
の
段
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階
で
は
、「
教
授
予
定
案
ト
、
児
童
ヨ
リ
ノ
聽
取
ト
、
時
刻
（
小
野
訓
導
所
持
ノ
時
計
午

後
一
時
四
十
分
ニ
テ
止
リ
居
レ
リ
）
並
ニ
現
場
状
態
ヨ
リ
推
定
ス
ル
」
と
あ
る
。
⑥
学
校

に
児
童
か
ら
の
第
一
報
が
入
っ
た
時
刻
が
午
後
一
時
十
五
分
頃
だ
と
明
記
し
た
の
は
第
一

文
書
だ
け
で
あ
る
。
⑦
第
一
発
見
者
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
第
一
文
書
だ
け
で

あ
る
。
⑧
午
後
六
時
半
に
正
式
の
検
死
が
な
さ
れ
死
亡
が
決
定
し
て
い
る
の
が
第
二
文
書

で
、
第
一
文
書
で
は
午
後
五
時
に
検
死
を
し
た
の
ち
、
両
名
の
死
体
を
学
校
職
員
室
に
運

ん
で
安
置
し
た
と
あ
り
、
検
死
の
時
間
も
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。

　

筆
者
は
ま
ず
、
第
二
文
書
が
、
実
際
に
授
業
が
展
開
さ
れ
た
と
き
の
児
童
の
行
動
予
測

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
述
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
三
文
書
に
「
小
野
訓
導
ノ
奉
職
地
宮
村
ニ
於

テ
ハ
遭
難
ノ
報
ヲ
聞
ク
ヤ
直
ニ
臨
時
村
会
ヲ
開
キ
本
人
ヲ
村
葬
ニ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
満
場

一
致
可
決
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、「
知
事
ノ
名
ヲ
以
テ
本
人
ヲ
表
彰
ス
ル
ト
共
ニ
仙
台
市

四
新
聞
社
長
ト
協
議
ノ
上
広
ク
弔
慰
金
募
集
ノ
計
画
ヲ
為
セ
リ
」
と
続
く
こ
と
に
よ
っ
て

顕
彰
の
広
が
り
の
初
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
察
し
た
。

　

謝
辞　

遠
隔
の
た
め
、
訪
問
が
困
難
で
あ
る
と
し
、
宮
城
県
公
文
書
館
が
特
別
の
配
慮

で
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
文
書
の
内
容
解
釈
及
び
翻
刻

に
つ
い
て
は
、
群
馬
大
学
名
誉
教
授
の
所
澤
潤
氏
に
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
内
容
解

釈
に
つ
い
て
は
、
明
治
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
の
神
部
秀
一
氏
か
ら
も
助
言
を
頂
き
ま
し

た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

四
、
資
料

⑴
第
一
文
書

　

こ
こ
で
は
、報
告
が
添
付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
上
席
訓
導
佐
藤
保
治
の
「
進
退
伺
」

も
併
せ
て
翻
刻
す
る

（
右
欄
外
上
部
に　
「
刈
田
郡
所　

第
61　

11
・
７
・
13
」
の
㊞
あ
り
）

　
（
右
欄
外
に
㊞
（
佐
藤
））

宮
小
第
五

　

大
正
十
一
年
七
月
八
日

　
　
　

刈
田
郡
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
佐
藤
保
治　

㊞
（
佐
藤
）

宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
殿

　
　
　
　
　

進
退
伺

別
記
調
査
書
通
リ
當
校
訓
導
小
野
さ
つ
き
及
尋
常
科

第
四
学
年
児
童
成
沢
与
右
衛
門
ノ
二
名
七
月
七
日
白
石
川

ニ
於
テ
溺
死
致
候
処
之
レ
畢
竟
小
職
職
責
ノ
至
ラ

ザ
リ
シ
結
果
ニ
シ
テ
誠
ニ
恐
懼
ニ
堪
ヘ
ズ
候
仍
テ
此
段
進
退

奉
伺
候
也

　
　
　
記

七
月
七
日
早
朝
訓
導
小
野
さ
つ
き
（
本
年
女
子
師
範
学
校
卒
業
四

月
就
任
年
廿
二
）
例
ニ
ヨ
リ
元
氣
ヨ
ク
出
勤
シ
、
第
五
時
午
後
零
時

四
十
五
分
、
野
外
写
生
ノ
タ
メ
尋
常
科
第
四
学
年
受
持
児
童
ヲ
引

卒
、
村
内
中
河
原
囲
学
校
ヨ
リ
約
七
丁
ヲ
距
ル
白
石
河
畔
ニ
至
リ
タ
リ
。

カ
ク
テ
午
後
一
時
五
十
分
頃
児
童
学
校
ニ
駈
ケ
来
リ
、
児
童
及

小
野
訓
導
河
中
ニ
沈
ミ
タ
リ
ト
報
セ
リ
、
直
チ
ニ
職
員
一
同
現
場
ニ

急
行
シ
、
河
中
ニ
飛
ビ
込
ミ
捜
索
救
護
ニ
努
メ
、
一
方
急
ヲ
役
場
、

医
師
、
白
石
警
察
署
、
郡
役
所
、
同
訓
導
ノ
実
家
並
ニ
児
童
自
宅

ニ
告
ゲ
、
警
鐘
ヲ
乱
打
シ
テ
消
防
ヲ
召
集
シ
タ
リ
、
軈
テ
小
野
訓
導

ヲ
深
サ
五
尺
五
寸
位
ノ
水
底
ヨ
リ
発
見
シ
直
ニ
水
ヲ
吐
カ
セ
人
工
呼
吸
ヲ

施
シ
タ
リ
、（
発
見
者
ハ
白
川
村
内
親
字
悪
土
髙
橋
卯
三
郎
氏
ナ
リ
）

此
ノ
時
医
師
山
家
禎
寿
氏
駈
ケ
付
キマ
マ

蘇
生
ニ
努
ム
、
然
レ
ド
モ
児

佐藤　久恵

公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
三
五



童
成
沢
与
右
衛
門
（
年
十
三
）
ノ
所
在
不
明
ニ
付
、
尚
極
力
捜
索
ニ
努
メ

タ
リ
、
此
時
救
護
捜
索
ニ
集
リ
シ
モ
ノ
宮
消
防
組
員
、
青
年
団
員
、

村
長
、
役
場
員
、
地
方
人
等
約
五
六
十
人
何
レ
モ
必
死
ト
ナ
リ
捜
索
シ
タ
ル

結
果
、
小
野
訓
導
発
見
後
約
四
十
分
ニ
シ
テ
同
訓
導
ヲ
発
見
セ
シ
場

所
ヨ
リ
約
二
十
間
ノ
上
流
ニ
テ
与
右
衛
門
ヲ
発
見
シ
タ
リ
、
此
時
村
医
遠
藤

八
朗
氏
駈
ケ
付
ケ
応
急
ノ
手
當
ヲ
ナ
セ
リ
。

続
テ
大
内
郡
視
学
、
日
下
郡
書
記
、
富
田
白
石
警
察
署
長
、
千
葉
部
長
、

遭
難
者
ノ
父
兄
等
駈
ケ
付
ケ
、
続
テ
白
石
町
広
瀨
医
師
、
阪
東
刈
田
病

院
長
駈
ケ
付
ケ
タ
リ
。

カ
ク
テ
四
名
ノ
医
師
ニ
ヨ
リ
極
力
蘇
生
ニ
努
メ
タ
ル
モ
、
遂
ニ
其
ノ
効
ナ
ク
両
名

共
ニ
死
亡
ト
確
定
午
後
五
時
死
体
ノ
検
視
ヲ
ナ
シ
、
夕
刻
両
名
ノ
死

体
ヲ
学
校
職
員
室
ニ
運
ビ
、
平
臥
ノ
状
態
ニ
安
置
シ
、
僧
侶
ノ
読
経

並
ニ
参
列
者
一
同
ノ
焼
香
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。

午
後
七
時
小
野
訓
導
ヲ
郷
里
郡
内
福
岡
村
長
袋
ノ
自
宅
ニ
、
児

童
ハ
村
内
下
別
当
ノ
自
宅
ニ
連
レ
行
キ
タ
リ
。

此
ノ
重
大
事
件
ノ
突
発
ヲ
教
授
予
定
案
ト
、
児
童
ヨ
リ
ノ
聽
取
ト
、
時

刻
（
小
野
訓
導
所
持
ノ
時
計
午
後
一
時
四
十
分
ニ
テ
止
リ
居
レ
リ
）
並
ニ

現
場
状
態
ヨ
リ
推
定
ス
ル
ニ
、
白
石
河
畔
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
児
童
一
同
ニ
対
シ

図
画
題
材
ノ
選
択
ニ
ツ
キ
刈
田
岳
、
井
戸
井
山
、
並
ニ
根
上
山
方
面
ヲ
鑑

賞
シ
、
描
画
ニ
関
ス
ル
指
導
ヲ
与
ヘ
タ
ル
ガ
、
当
日
ハ
炎
熱
ノ
コ
ト
ト
テ
教
授

ノ
場
所
ニ
到
着
セ
シ
折
児
童
等
ハ
頻
リ
ニ
教
師
ニ
水
泳
ノ
許
可
ヲ
請

ヒ
シ
モ
許
サ
ヾ
リ
ケ
ル
ニ
、
教
授
終
レ
ル
ヲ
以
テ
七
八
名
ノ
児
童
ハ
ワ
ヅ
カ
ニ
膝
下
ニ

達
ス
ル
程
ノ
河
中
ニ
テ
遊
ビ
居
リ
シ
ガ
、（
該
所
ハ
幅
二
十
間
、
深
キ
場
所
ハ

対
岸
方
二
間
位
ノ
ミ
ニ
シ
テ
此
方
十
八
間
位
ハ
河
底
髙
ク
水
ノ
深
サ
一
尺

五
寸
ヲ
出
デ
ズ
）
内
三
名
ハ
川
ノ
深
サ
モ
知
ラ
ズ
対
岸
ニ
行
カ
ン
ト
シ
テ
深
所

ニ
陥
リ
タ
リ
、
小
野
訓
導
之
ヲ
発
見
シ
児
童
ヲ
愛
ス
ル
念
ト
責
任

感
ト
ニ
自
己
ノ
身
命
ヲ
忘
レ
、
着
衣
ノ
マ
ヽ
川
中
ニ
入
リ
三
名
将
ニ
溺
レ
ン
ト

ス
ル
処
ヲ
其
ノ
中
二
名
ヲ
辛
ウ
ジ
テ
救
ヒ
上
ゲ
、
残
一
名
即
成
沢
与
右
衛

門
ハ
此
時
遂
ニ
深
所
ニ
陥
リ
溺
レ
タ
リ
、
小
野
訓
導
乃
チ
身
ヲ
躍
ラ

シ
与
右
衛
門
ヲ
抱
キ
シ
モ
、
同
所
ハ
八
尺
ノ
深
サ
ニ
シ
テ
流
レ
緩
、
加
フ
ル
ニ
着
衣

身
体
ニ
絡
ミ
ツ
キ
尚
且
苦
シ
サ
ノ
餘
リ
、
縋
リ
付
ク
与
右
衛
門
ノ
為
ニ
訓
導

ハ
動
作
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
、
哀
レ
力
尽
キ
テ
与
右
衛
門
ト
共
ニ
河
底
ニ
沈
ミ

遂
ニ
両
名
ハ
此
ノ
度
ノ
悲
惨
ノ
最
期
ヲ
遂
ゲ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
認
ム
。

補
足
文
書

我
妻
校
長
〔
の
進
退
伺
い
〕（
省
略
）
と
佐
藤
保
治
上
席
訓
導
の
進
退
伺
い
に
つ
い
て
、

県
か
ら
刈
田
郡
長
宛
に
「
不
問
」
に
す
る
よ
う
に
と
通
牒
す
る
文
書
を
翻
刻
す
る

収
受
発
送
第
一
七
〇
二
号

収
受　

大
正
十
一
年
八
月
一
日

発
送　

大
正
十
一
年
八
月
十
日

発
議　

大
正
十
一
年
八
月
七
日

判
決　

大
正　
　

年　

月　

費

　
　

内
務
部
長
㊞　

教
育
課
長
㊞　

課
僚
㊞
㊞
㊞
㊞

　

知
事
印　
　
　
　

主
任　

伊
藤　

属
㊞

　
　
　

案

親
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
務
部
長

　
　
　

刈
田
郡
長
宛

　

貴
郡
宮
尋
常
高
等
小
学
校
長
我
妻
貞
亮

　

及
仝
校
訓
導
佐
藤
保
治
ヨ
リ
訓
導
小
野
さ
つ
き

　

児
童
成
沢
与
右
衛
門
ノ
溺
死
ニ
関
シ
統
督
ノ
責
ヲ
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負
ヒ
進
退
伺
出
ノ
処
右
ハ
今
回
ニ
限
リ
特
ニ
不
問
ニ
付
セ

　

ラ
レ
候
間
其
旨
御
含
ノ
上
自
今
職
員
ノ
統
督
並
ニ
児
童

　

ノ
訓
育
上
一
層
周
密
ノ
注
意
ヲ
払
ヒ
再
ヒ
不
慮
ノ
災
過

　

ヲ
惹
起
セ
サ
ル
様
同
校
長
ニ
対
シ
篤
ト
御
示
達
相
成
度

　

依
命
此
段
及
通
牒
候
也

　
　
　

追
テ
右
示
達
ノ
要
領
詳
細
御
報
告
相
成
度

　
　
　

申
添
候
也

⑵
第
二
文
書

刈　

学
第
六
三
六
号　
　
　

内
秘
□
第
一
七
五
〇　

大
正
十
一
年
八
月
五
日
受

大
正
十
一
年
七
月
十
五
日

　
　
　
　
　

刈
田
郡
長　

佐
藤
静
治
印

　
　

宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
殿

本
日
七
日
本
郡
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓

導
小
野
さ
つ
き
及
仝
校
児
童
一
名
遭
難

ノ
件
ニ
就
キ
別
紙
ノ
通
此
段
及
報
告
候
也

〔
別
紙
〕

　
　

記

一
、
遭
難

七
月
七
日
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導

小
野
さ
つ
き
ハ
其
担
任
学
級
尋
常
四
学

年
児
童
男
女
五
十
六
名
（
在
籍
六
十
六
名
）

ヲ
引
率
午
後
零
時
半
頃
野
外
写
生
教

授
ノ
タ
メ
学
校
ヲ
距
ル
約
七
八
丁
ナ
ル
字

中
河
原
ニ
至
レ
リ
当
日
ハ
炎
暑
無
風
ノ
天

候
ナ
リ
シ
カ
バ
児
童
等
ハ
到
着
ノ
始
メ
ヨ
リ

教
師
ニ
水
泳
ノ
許
可
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
頻
リ
ナ
リ
シ

モ
教
師
は
万
一
ヲ
慮
リ
許
サ
ヾ
リ
キ
然
ル
ニ
教

授
ノ
終
レ
ル
頃
ト
覚
ユ
七
八
名
ノ
男
児
童
ハ

教
授
ノ
場
所
ヨ
リ
約
一
丁
程
ヲ
隔
ツ
ル
白
石
川

ニ
裸
体
ト
ナ
リ
テ
入
リ
戯
レ
居
レ
リ
白
石
川
ハ

阿
武
隈
川
ノ
支
流
ニ
シ
テ
水
量
常
ニ
多
カ
ラ

ズ
殊
ニ
当
日
迄
十
数
日
降
雨
ナ
カ
リ
シ
カ
バ

児
童
ノ
戯
レ
居
リ
シ
箇
所
ハ
東
方
二
三
間

水
深
僅
カ
壱
尺
五
六
寸
ノ
西
側
ナ
リ
サ
レ
ド

東
方
二
三
間
程
ノ
箇
所
ハ
俄
ニ
深
サ
ヲ
加
ヘ

八
尺
位
ノ
深
サ
ニ
シ
テ
随
ツ
テ
流
レ
不
規
則
ニ

且
急
ナ
リ
児
童
ハ
其
地
勢
ヲ
知
ラ
ズ
内

三
名
ハ
最
早
ヤ
深
処
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
小
野
訓
導

初
メ
テ
之
ヲ
知
ル
ヤ
直
ニ
河
中
ニ
飛
ビ
入
リ
先
ヅ

二
名
ヲ
安
全
区
域
に
引
戻
シ
タ
ル
ニ
残
ル
一
名

成
沢
与
右
衛
門
ハ
已
ニ
難
所
ニ
陥
リ
ヌ
訓

導
乃
チ
児
童
ヲ
思
フ
ノ
一
念
ニ
身
ヲ
忘
レ

着
衣
ノ
儘
救
助
ニ
赴
カ
ン
ト
ス
並
ミ
居
ル
爾

餘
ノ
児
等
師
ノ
身
ヲ
憂
ヒ
服
ニ
縋
リ
テ
之

ヲ
止
ム
ル
ヲ
モ
肯
カ
ズ
衣
ヲ
脱
グ
ノ
暇
モ
ナ
ク
驀

地
ニ
学
校
ニ
知
ラ
セ
ヨ
ノ
一
語
ヲ
後
ニ
与
右
衛
門

目
ガ
ケ
テ
走
リ
ツ
ケ
タ
リ
ア
ワ
ヤ
ト
思
フ
間
モ
ナ
ク
与

右
衛
門
ノ
身
ハ
水
ニ
浸
シ
訓
導
ノ
体
亦
斬
（
マ
マ
）
シ
ノ

佐藤　久恵

公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
三
七



後
頭
髪
ノ
ミ
見
エ
ツ
隠
レ
ツ
ス
ル
ノ
ミ
陸
上
ナ
ル

児
童
此
ノ
状
ヲ
見
恐
怖
ト
狼
狽
ノ
果
テ
思
ハ

ズ
号
泣
ツ
ヽ
学
校
ニ
疾
駆
シ
難
ヲ
報
ゼ
リ

是
ニ
於
テ
職
員
一
同
現
場
ニ
急
行
シ
テ
捜
索

ニ
努
メ
一
方
警
鐘
乱
打
ニ
ヨ
リ
テ
集
マ
レ
ル
村

民
及
ビ
難
ヲ
知
リ
テ
駈
ケ
ツ
ケ
タ
ル
村
民
ト
力
ヲ

合
セ
訓
導
ハ
入
水
後
約
三
十
分
ニ
シ
テ
体
ヲ
河

底
ヨ
リ
引
キ
上
ゲ
ラ
レ
后
三
十
分
許
ニ
シ
テ
与
右
衛
門

ノ
体
モ
発
見
引
キ
上
ゲ
タ
リ

二
、
処
置

是
ヨ
リ
先
電
話
急
報
ニ
接
セ
シ
本
職
ハ
直

ニ
大
内
郡
視
学
日
下
郡
事
務
員
ヲ
自
動
車

ニ
テ
急
行
セ
シ
メ
救
急
其
他
ノ
事
ニ
従
ハ
シ
メ
タ
リ

二
屍
ヲ
引
上
ゲ
タ
ル
際
ハ
宮
村
開
業
医
山
家

貞
寿
外
一
名
已
ニ
現
場
ニ
着
シ
居
リ
極
力
人
工

呼
吸
等
ニ
テ
蘇
生
ニ
ツ
ト
メ
シ
モ
遂
ニ
其
甲
斐
ナ
カ

リ
キ
因
リ
テ
午
后
六
時
半
白
石
警
察
署
員
其

他
立
会
ノ
上
正
式
ノ
検
死
ヲ
受
ケ
シ
メ
死
亡
ニ
決
定

セ
リ

三
、
小
野
訓
導
勤
務
状
況

故
小
野
訓
導
ハ
本
年
三
月
本
県
女
子
師
範
学

校
卒
業
致
本
校
ニ
就
職
赴
任
後
ノ
勤
務

振
ヲ
視
ル
ニ
精
励
恪
勤
殆
ト
欠
点
ト
認
ム
ベ
キ

ナ
シ
特
ニ
受
持
級
ノ
教
授
訓
練
ニ
ハ
熱
心
ニ
シ
テ

計
画
的
ナ
ル
女
教
員
中
稀
ニ
見
ル
モ
ノ
ナ
リ
キ

又
平
素
克
ク
本
務
に
関
係
ス
ル
読
書
其
他
ノ

修
養
ニ
耽
リ
向
上
心
燃
ユ
ル
カ
如
キ
事
実
多
カ
リ

キ四
、
家
庭
及
性
格

訓
導
ハ
隣
村
福
岡
村
長
袋
ニ
生
レ
家
ハ

相
応
ノ
資
産
ヲ
有
シ
農
ヲ
業
ト
ス
父
ハ
政
治

ト
イ
ヒ
故
訓
導
ハ
其
末
子
ニ
当
ル
父
ハ
相
当
ノ

常
識
ヲ
備
ヘ
区
長
ノ
公
職
ニ
ア
リ
子
弟
ノ
教

育
ニ
ハ
挙
ツ
テ
熱
心
ニ
シ
テ
訓
導
ノ
兄
二
人
ハ
何

レ
モ
白
石
中
学
ノ
業
ヲ
卒
ヘ
他
家
ニ
養
子
タ

リ
訓
導
ハ
性
淡
泊
寡
言
ナ
レ
ト
モ
快
活
善
ク

人
ト
交
リ
而
モ
多
人
ニ
親
愛
セ
ラ
ル　

サ
レ
バ
就

職
后
ノ
宮
小
学
校
校
風
ガ
女
子
ノ
為
ニ
改
善

サ
レ
タ
ル
観
ア
リ
タ
リ

五
、
遭
難
ト
周
囲

小
野
訓
導
ノ
報
村
内
ニ
伝
ハ
ル
ヤ
一
人
ト
シ
テ
良

教
員
ノ
死
ヲ
悼
マ
ザ
ル
ナ
ク
哀
惜
ノ
情
恂
ニ
賞

ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ

小
野
教
員
ノ
父
母
始
メ
家
族
並
ニ
与
右
衛
門
ノ

父
母
等
ハ
互
ニ
我
子
ノ
死
ヲ
悲
マ
ズ
シ
テ
他
ノ
遭

難
ヲ
痛
ム
ノ
情
実
ニ
美
ハ
シ
キ
モ
ノ
ア
リ

六
、
学
校
ニ
就
テ

宮
小
学
校
長
我
妻
貞
亮
ハ
目
下
関
西
学
事

視
察
旅
行
中
ニ
シ
テ
十
二
日
帰
校
ノ
予
定
ナ

ル
ガ
遭
難
当
日
小
野
教
員
ノ
認
メ
シ
教
案
ニ
ハ

上
席
訓
導
佐
藤
保
治
之
ヲ
認
メ
居
レ
リ
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⑶
第
三
文
書

収
受
発
送
第
一
四
九
五
号

収
受　

大
正　
　

年　

月　

日

発
送　

大
正
十
一
年
七
月
十
日

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
十
日

判
決　

大
正　
　

年　

月　

日

　

内
務
部
長
㊞　

教
育
課
長
㊞　

課
僚
㊞
㊞
㊞
㊞

知
事
㊞　
　
　
　

主
任
視
学
利
根
川
準
七
郎

　
　
　
　
　
　
　

案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
事

　
　
　

文
部
大
臣

　
　
　

小
学
校
教
員
表
彰
ノ
件
内
申

本
県
刈
田
郡
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導　

小

野
さ
つ
き
ハ
本
月
七
日
其
ノ
担
任
学
級
児
童
ノ

危
難
ヲ
救
ハ
ム
為
挺
身
河
中
ニ
入
リ
遂
ニ
溺
死
ヲ

遂
候
処
右
ハ
誠
ニ
奇
特
ノ
行
為
ト
被
認
候
ニ
付

特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
御
表
彰
相
成
度
別

紙
調
書
並
ニ
本
人
ノ
履
歴
書
相
添
此
段
及

内
申
候
也

〔
別
紙
〕

　
　
　

調
書

一
、
小
野
訓
導
遭
難
ノ
状
況

大
正
十
一
年
七
月
七
日
午
後
零
時
四
十
五
分
本
人

ハ
自
己
ノ
受
持
学
級
尋
常
四
年
男
女
合
計
五
十

六
名
ヲ
引
率
シ
テ
学
校
ヨ
リ
約
八
丁
ヲ
隔
テ
ル

白
石
川
附
近
（
別
紙
図
面
参
照
）
ニ
到
リ
校
外

教
授
ヲ
為
セ
リ

此
ノ
授
業
ハ
午
後
一
時
三
十
分
頃
終
了
セ
ル
ヲ

以
テ
同
訓
導
ハ
一
同
ニ
休
憩
ヲ
命
シ
数
多
ノ

児
童
ニ
囲
マ
レ
種
〻
雑
談
ヲ
為
シ
居
レ
リ

折
柄
河
中
ニ
於
テ
悲
鳴
ヲ
挙
ク
ル
者
ア
リ
シ
ヲ

以
テ
驚
キ
テ
之
ヲ
見
レ
バ
数
名
ノ
児
童
将
ニ

水
ニ
溺
レ
ン
ト
シ
ツ
ヽ
ア
リ
小
野
訓
導
ハ
直
ニ

駆
ケ
ツ
ケ
先
ツ
漸
次
下
流
ノ
深
所
ニ
流
サ
レ

ツ
ヽ
ア
リ
シ
大
場
徳
治
、
志
村
正
雄
ノ
二
児

ヲ
浅
瀬
ニ
引
上
ケ
タ
ル
モ
尚
一
名
ノ
児
童
成

沢
与
右
衛
門
ハ
深
所
ニ
陥
り
水
ニ
流
サ
レ
ツ
ヽ

ア
ル
ヲ
発
見
シ
直
ニ
飛
込
ミ
之
ヲ
救
ヒ
上
ケ

ン
ト
セ
リ
同
訓
導
ハ
多
少
水
泳
ノ
嗜
ア
リ
シ
モ
此

ノ
際
児
童
ノ
沈
メ
ル
場
所
ハ
約
八
尺
ノ
深
所

ナ
ル
ヲ
以
テ
着
衣
ノ
儘
ニ
テ
ハ
全
ク
身
体
ノ

自
由
ヲ
得
ス
遂
ニ
水
中
ニ
其
ノ
姿
ヲ
没
ス

ル
ニ
至
レ
リ
尚
種
〻
ノ
状
況
ヨ
リ
想
像
ス
ル
ニ

同
訓
導
カ
水
中
ニ
沈
ミ
シ
児
童
ヲ
引
キ
寄

セ
ン
ト
セ
ル
際
溺
レ
ツ
ヽ
ア
ル
児
童
ハ
直
ニ
之
ニ

縋
リ
附
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
一
層
進
退
ノ
不
自
由

ヲ
来
セ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ

始
メ
同
訓
導
カ
最
後
ノ
一
児
ヲ
救
ハ
ン
為
水

中
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
ル
ヤ
多
ク
ノ
児
童
ハ
教
師
ノ
身

佐藤　久恵

公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
三
九



ニ
万
一
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
憂
ヒ
頻
リ
ニ
之
ヲ
抑
止

セ
シ
ガ
同
訓
導
ハ
責
任
ヲ
重
ン
ス
ル
ノ
餘
リ
之
ニ

耳
ヲ
藉
サ
ス
早
ク
学
校
ニ
報
告
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ

児
童
ニ
命
シ
置
キ
挺
身
水
中
ニ
赴
ケ
リ

児
童
ハ
師
ノ
身
ノ
上
ヲ
案
シ
ツ
ヽ
之
ヲ
視
護

リ
シ
ガ
一
旦
沈
ミ
シ
教
師
カ
再
ヒ
浮
ヒ
上
リ
間

モ
ナ
ク
水
中
ニ
没
シ
去
ル
ヲ
見
ル
ヤ
驚
キ
走

リ
テ
学
校
ニ
急
ヲ
告
ケ
タ
リ

折
柄
校
庭
ニ
体
操
教
授
ヲ
為
シ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
日
下

訓
導
ハ
驚
キ
現
場
ニ
馳
セ
行
キ
附
近
ノ
漁
夫

一
名
及
ヒ
少
シ
ク
後
レ
テ
来
タ
リ
シ
同
校
佐
藤
訓

導
ト
三
人
協
力
シ
テ
死
体
ヲ
捜
索
シ
約
三

十
五
分
ノ
後
小
野
訓
導
ノ
飛
ヒ
入
リ
シ
場
所
ヨ

リ
約
五
十
間
下
流
ノ
水
底
ヨ
リ
同
訓
導
ノ

死
体
ヲ
発
見
セ
リ

尚
右
三
名
ハ
更
ニ
多
数
ノ
応
援
ニ
依
リ
五

十
分
ヲ
経
テ
児
童
ノ
沈
ミ
シ
場
所
ヨ
リ
約

十
間
ノ
下
流
ニ
於
テ
同
児
童
ノ
死
体
ヲ
発
見
セ

リ二
、
発
見
後
ノ
処
置

小
野
訓
導
ノ
死
体
ヲ
発
見
ス
ル
ヤ
急
報
ニ

ヨ
リ
馳
セ
ツ
ケ
タ
ル
四
名
ノ
医
師
ハ
極
力
人

工
呼
吸
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
遂
ニ
蘇
生
ス
ル
ニ
至
ラ

ズ
児
童
ニ
対
シ
テ
モ
亦
同
様
手
ヲ
尽
シ
タ
ル

モ
最
早
如
何
ト
モ
致
シ
難
カ
リ
キ

三
、
遭
難
者
父
兄
及
一
般
人
ノ
感
想

一
般
父
兄
ハ
自
己
子
弟
等
ノ
為
メ
ニ
カ
ヽ
ル
教
師

ヲ
失
ヒ
タ
ル
コ
ト
ヲ
痛
ク
慨
キ
謝
罪
セ
ル
モ
本

人
ノ
父
ハ
却
ツ
テ
吾
カ
子
ノ
死
処
ヲ
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
喜

ヒ
更
ラ
ニ
悔
ユ
ル
所
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
ク
一
方
溺
死
セ
ル

児
童
ノ
父
成
沢
藤
治
ハ
現
場
ニ
馳
セ
着

ク
ヤ
否
ヤ
先
ツ
小
野
訓
導
ノ
死
体
ニ
縋
リ
テ
慟

哭
シ
吾
児
ノ
為
ニ
カ
ヽ
ル
惨
事
ヲ
生
セ
ル
コ
ト
ヲ

深
ク
謝
シ
タ
ル
ガ
如
キ
ハ
一
ノ
美
談
ト
シ
テ
伝
へ
ラ
レ

ツ
ヽ
ア
リ

尚
ホ
此
ノ
報
県
下
ニ
伝
ハ
ル
ヤ
本
人
ヲ
知
ル
ト
知
ラ

サ
ル
ト
ニ
論
ナ
ク
一
般
ニ
犠
牲
的
精
神
ニ
感

奮
シ
弔
慰
金
等
ヲ
贈
ル
モ
ノ
弔
電
弔

詞
等
ヲ
以
テ
其
ノ
誠
意
ヲ
致
ス
モ
ノ
少
カ
ラ
ス

四
、
村
、
郡
及
県
ノ
採
リ
タ
ル
処
置

小
野
訓
導
ノ
奉
職
地
宮
村
ニ
於
テ
ハ
遭

難
ノ
報
ヲ
聞
ク
ヤ
直
ニ
臨
時
村
会
ヲ

開
キ
本
人
ヲ
村
葬
ニ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
満
場

一
致
可
決
直
ニ
之
カ
準
備
ニ
着
手
セ
リ

尚
本
人
ハ
隣
村
福
岡
村
ノ
出
身
ナ
ル
ヲ
以
テ

宮
村
ニ
於
テ
ハ
遺
骨
ノ
一
部
ヲ
享
ケ
同
村

三
谷
寺
ニ
葬
リ
永
ク
其
ノ
霊
ヲ
祀
ル
コ
ト
ニ

決
セ
リ

郡
ニ
於
テ
ハ
悲
報
ニ
接
ス
ル
ト
同
時
ニ
直
ニ
郡

視
学
及
学
事
係
書
記
一
名
を
現
場
ニ
派

シ
救
護
ニ
当
ラ
シ
ム
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県
ニ
於
テ
モ
此
ノ
報
ニ
接
ス
ル
ヤ
直
ニ
事
実

ヲ
調
査
シ
別
紙
表
彰
状
ニ
金
百
円
ヲ

添
ヘ
知
事
ノ
名
ヲ
以
テ
本
人
ヲ
表
彰
ス
ル
ト

共
ニ
仙
台
市
四
新
聞
社
長
ト
協
議
ノ
上

広
ク
弔
慰
金
募
集
ノ
計
劃
ヲ
為
セ
リ

県
教
育
会
、
刈
田
郡
教
育
会
女
子
師
範

学
校
同
窓
会
及
白
石
高
等
女
学
校
同

窓
会
モ
此
ノ
挙
ニ
参
加
シ
本
人
ノ
霊
ヲ
慰

ム
ル
コ
ト
ニ
於
テ
遺
憾
ナ
カ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
セ
リ

　
　
　
　
性
行

快
活
正
直
淡
泊
ニ
シ
テ
言
行
ニ
表
裏
ナ
ク
且

極
メ
テ
不
言
実
行
ノ
質
ナ
リ
而
シ
テ
長
上

及
教
師
ニ
対
シ
テ
ハ
従
順
友
人
ニ
対
シ
テ
ハ
情

誼
厚
ク
犠
牲
任
侠
ノ
精
神
非
常
ニ
強
カ
リ

シ
ヲ
以
テ
生
徒
時
代
ト
教
師
時
代
ト
ヲ
問
ハ
ス
信

頼
ト
尊
敬
ト
ヲ
受
ケ
又
寛
宏
ノ
徳
ハ
ヨ
リ

人
ヲ
容
レ
人
ヲ
統
轄
ス
ル
才
幹
ヲ
有
セ
リ

更
ニ
事
ヲ
為
ス
綿
密
周
到
加
フ
ル
ニ
責
任

ノ
観
念
強
ク
常
ニ
安
シ
テ
事
ヲ
托
セ
ラ
ル

又
居
常
質
素
ヲ
旨
ト
シ
所
謂
女
子
ニ
通

弊
ノ
虚
栄
心
嫉
妬
心
ノ
如
キ
ハ
寸
毫
モ
認

ム
ル
能
ハ
ザ
リ
キ

　
　
　
　
勤
務
状
況

本
年
四
月
赴
任
以
来
精
励
恪
勤
一
回
ノ
遅

刻
早
退
欠
勤
モ
ナ
ク
特
ニ
従
来
活
動

的
気
分
ノ
少
カ
リ
シ
学
校
ガ
小
野
訓
導

ノ
快
活
ニ
シ
テ
円
満
ナ
ル
性
格
ト
献
身
的

ナ
ル
態
度
ノ
為
メ
校
風
一
変
セ
ル
ガ
如
キ

観
ア
ラ
シ
メ
タ
リ
在
職
短
日
月
而
若

年
ノ
女
子
ニ
シ
テ
斯
ノ
如
キ
感
化
ヲ
与
ヘ

シ
モ
ノ
今
日
稀
ニ
見
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
シ

（
以
下
、
履
歴
書
・
現
場
地
図
は
略
）

１　

�

佐
藤
久
恵
「
道
徳
教
材
と
し
て
の
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
小
野
さ
つ
き
訓
導
遺
徳
顕

彰
館
に
ふ
れ
な
が
ら
―
」『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
二
一
一
―
二
二
〇
頁

２　

�

佐
藤
久
恵
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
の
人
命
救
助
と
殉
職
の
捉
え
に
つ
い
て
の
考
察
―
鷹
野
つ

ぎ
の
随
筆
と
『
少
女
の
友
』
小
野
訓
導
追
慕
号
に
ふ
れ
な
が
ら
―
『
東
京
未
来
大
学
研
究

紀
要
』
第
一
二
号
一
四
九
―
一
五
四
頁

３　

�

佐
藤
久
恵
「
雑
誌
『
婦
人
世
界
』
に
み
ら
れ
る
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
の
反
響
と
そ
の
意

味
『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
一
五
七
―
一
六
四
頁

４　

�

佐
藤
久
恵
「
雑
誌
『
令
女
界
』
に
お
け
る
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
考
察
」『
東

京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
一
九
七
―
二
〇
二
頁

（
さ
と
う　

ひ
さ
え
）

�

【
受
理
日　

２
０
２
０
年
12
月
２
日
】

佐藤　久恵

公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
四
一



要
件

記
載
事
項
等

宛
先

備
考

１

進
退
伺

「
刈
田
郡
所　

第
61　

11
・
７
・
13
」
の
受
領
印
あ
り

大
正
十
一
年
七
月
八
日

刈
田
郡
宮
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
佐
藤
保
治
か
ら
宮
城
県
知

事
力
石
雄
一
郎
宛

宮
城
県
刈
田
郡
宮
尋
常

高
等
小
学
校
用
箋

２

調
書

大
正
十
一
年
七
月
七
日
の
訓
導
小
野
さ
つ
き
の
勤
務
状
況
と

殉
難
に
つ
い
て
の
報
告
記
録

（
１
の
別
紙
）

３

電
報
訳

大
正
十
一
年
七
月
十
日

文
部
次
官
よ
り
宮
城
県
知
事
宛

電
報
写
し
あ
り

４

電
報
訳

大
正
十
一
年
七
月
十
日

宮
城
県
知
事
よ
り
日
比
内
務
部
長
宛

電
報
写
し
あ
り

５

文
書

大
正
十
一
年
七
月
十
日　

表
彰
状
文

宮
城
県
知
事
よ
り
小
野
さ
つ
き
宛

６

小
学
校
教
員
表
彰
の
件
内
申

大
正
十
一
年
七
月
十
日

宮
城
県
知
事
よ
り
文
部
大
臣
宛

宮
城
県
用
箋

７

調
書

遭
難
の
状
況
・
小
野
さ
つ
き
履
歴
書
・
現
場
図
面

（
６
の
添
付
文
書
）

８

電
報
訳

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
十
一
日

利
根
川
視
学
よ
り

電
報
写
し
あ
り

９

文
書

大
正
十
一
年
七
月
十
一
日

印
刷
局
官
報
部
よ
り
宮
城
県
官
報
報
告
主
任
宛

印
刷
局
用
箋

10

進
退
伺

大
正
十
一
年
七
月
十
一
日

刈
田
郡
宮
小
学
校
長
我
妻
貞
亮
よ
り
宮
城
県
知
事
力
石
雄
一

郎
宛

11

電
報
案

大
正
十
一
年
七
月
十
二
日

文
部
省
小
畑
よ
り
宮
城
県
知
事

電
報
写
し
あ
り

12

表
彰
に
伴
う
書
簡

第
五
八
五
二
号

大
正
十
一
年
七
月
十
二
日

国
民
教
育
奨
励
会
長
文
学
博
士
澤
柳
政
太
郎
よ
り
宮
城
県
知

事
力
石
雄
一
郎
宛

日
吉
町
吉
田
製
用
箋

13

表
彰
状
案

大
正
十
一
年
七
月
十
二
日

国
民
教
育
奨
励
会
長
文
学
博
士
澤
柳
政
太
郎
よ
り
故
小
野
さ

つ
き
宛

14

表
彰
状
の
文

大
正
十
一
年
七
月
十
二
日
付

　

文
部
大
臣
正
四
位
勲
二
等
鎌
田
榮
吉

文
部
大
臣
表
彰
よ
り
故
訓
導
小
野
さ
つ
き
宛

15

電
報
訳

大
正
十
一
年
七
月
一
三
日
着
電
報
（
午
後
７
時
）

電
報
写
し
あ
り

16

印
刷
局
官
報
部
案

大
正
十
一
年
七
月
十
三
日

宮
城
県
官
報
報
告
主
任
よ
り
印
刷
局
官
報
部
宛

17

別
紙

付
記
あ
り

（
16
と
の
繋
が
り
不
明
）

18

宮
城
県
知
事
に
よ
る
吊
詞

大
正
十
一
年
七
月
十
四
日
付

宮
城
県
知
事

欄
外
に
師
範
学
校
杉
木

教
諭
添
削
と
あ
り

宮
城
県
用
箋

19

弔
辞
案

教
育
会
弔
辞

知
事
名
記
載
予
定

宮
城
県
用
箋

20

報
告
書
（
別
紙
あ
り
）

別
紙
に
て
以
下
の
報
告
①
遭
難
②
処
置
③
小
野
訓
導
勤
務
状

況
④
家
庭
及
性
格
⑤
遭
難
と
周
囲
⑥
学
校
に
つ
い
て

刈
田
郡
長
佐
藤
静
治
よ
り
宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
宛

　
表
一
　
簿
冊
『
大
正
十
一
年
学
務
雑
事
』
小
野
さ
つ
き
訓
導
に
関
す
る
資
料
一
覧
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21

表
彰
金
贈
与
の
件　

案

第
五
八
五
四
号　

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
十
七
日　

発
送

大
正
十
一
年
七
月
十
七
日

宮
城
県
知
事
よ
り
国
民
教
育
奨
励
会
長
宛

22

表
彰
状
弔
慰
金
に
つ
い
て　

案

の
１

第
五
八
五
四
号　

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
十
三
日　

発
送

大
正
十
一
年
七
月
十
四
日

内
務
部
長
よ
り
刈
田
郡
長
宛

23

表
彰
状
弔
慰
金
に
つ
い
て　

案

の
２

第
五
八
五
四
号

宮
城
県
知
事
よ
り
国
民
教
育
奨
励
会
長
宛

24

書
簡

大
正
十
一
年
七
月
十
七
日

関
屋
貞
三
郎
よ
り
力
石
宮
城
県
知
事
宛

25

表
彰
状
並
び
に
表
彰
の
件

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
十
七
日

宮
城
県
知
事
よ
り
文
部
大
臣
宛

宮
城
県
用
箋

26

電
報
票

大
正
十
一
年
七
月
十
九
日

宮
城
県
知
事
よ
り
関
屋
宮
内
次
官
宛

宮
城
県
用
箋

27

弔
慰
金
に
関
す
る
件　

案
の
一

第
六
一
三
六
号

収
受　
（
記
載
な
し
）、
発
送　

大
正
十
一
年
七
月
、

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
十
九
日
、
決
判　
（
記
載
な
し
）

内
務
部
長
、
教
育
課
長
、
課
僚
、
知
事　

各
印
あ
り

宮
城
県
知
事
よ
り
関
屋
宮
内
次
官
宛

宮
城
県
用
箋

28

弔
慰
金
に
関
す
る
件　

案
の
二

内
務
部
長
よ
り
刈
田
郡
長
宛

29

表
彰
並
び
に
表
彰
金
送
付
の
件

第
六
二
〇
九
号

収
受
（
記
載
な
し
）　　

発
議　

大
正
十
一
年
七
月
二
十
日

発
送　

大
正
十
一
年
七
月
二
十
五
日　
　

決
判
（
記
載
な
し
）

内
務
部
長
、
教
育
課
長
、
課
僚
、
主
任
の
各
印
あ
り

内
務
部
長
よ
り
刈
田
郡
長
宛

宮
城
県
用
箋

30

表
彰
の
件

日
本
弘
道
會
会
長
徳
川
達
孝
か
ら
宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎

宛
の
表
彰
に
関
す
る
件

（
29
の
別
紙
）

31

証

大
正
十
一
年
七
月
二
十
六
日　

受
領
証

実
父
小
野
政
治
よ
り
日
本
弘
道
會
長
伯
爵
徳
川
達
孝
表
彰
金

に
対
し
て

32

進
退
伺
回
答

第
一
七
〇
二
号

収
受
大
正
十
一
年
八
月
一
日
、
発
送
大
正
十
一
年
八
月
十
日
、

発
議　

大
正
十
一
年
八
月
七
日
、
決
判　
（
記
載
な
し
）

内
務
部
長
よ
り
刈
田
郡
長
宛

宮
城
県
用
箋

（
以
下
、
日
付
不
明
資
料
）

33

進
退
伺
の
報
告

宮
小
学
校
校
長
我
妻
貞
亮
、
同
行
訓
導
佐
藤
保
治
両
人
の
進

退
伺
に
つ
い
て
の
報
告

刈
田
郡
長
佐
藤
静
治
よ
り
宮
城
県
知
事
力
石
雄
一
郎
宛

宮
城
県
刈
田
郡
役
所
用

箋

34

意
見
書

「
今
回
ノ
事
件
ヲ
理
由
ト
シ
テ
直
ニ
懲
戒
處
分
等
ニ
附
ス
ル
ガ

如
キ
ハ
過
酷
ニ
失
ス
ル
モ
ノ
ト
被
認
候
」

宮
城
県
刈
田
郡
役
所
用

箋
（
33
の
別
紙
か
）

35

電
報
案

宮
城
県
知
事
よ
り
国
民
教
育
奨
励
会
長
澤
柳
政
太
郎
宛

佐藤　久恵

公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
四
三


